
 

4.4 地震動予測結果の考察 

 ここでは、後述する被害想定に利用される地震動予測結果（ハイブリッド法）について

考察を加える。 
 図 4.4-1(1)～図 4.4-1(2)に中央防災会議(2005)26による東京湾北部地震で、千葉県側にア
スペリティがある場合の地震動予測結果との比較図を示した。中央防災会議(2005)の地震
動予測は、①経験的グリーン関数法による計算結果、②基本メッシュが 1k㎡である、③浅
層地盤モデルが微地形区分から求めたものである、④深部地盤モデルは千葉県域でチュー

ニング前のものであり、今回の千葉県の計算方式、メッシュの大きさ、浅層地盤モデルと

は大きく異なる。図 4.4-1(2)に示すように、今回の千葉県の地震動予測結果は、中央防災
会議(2005)と比較して以下のような特徴がある。 
 

① 県中南部で千葉県の予測震度分布が大きくなる地域がある 
② 銚子付近また県南端付近で千葉県の予測震度分布が小さくなる 
③ 浦安地区などで千葉県の予測震度分布が小さくなる 

 
 ①については、図 4.4-2および図 4.4-3に示すようにハイブリッド法を用いた影響であり、
特に図 4.4-3 の右上の波形のように、差分法計算によるやや長周期地震動波形の方位性の
影響が顕著である。 
 ②については、今回、深部地盤モデルをすべて見直し、中央防災会議(2005)のものとは、
銚子付近および県南端付近で、地震基盤までの深さが全く異なるものとなっている影響で

ある。 
 ③については、浦安付近では、深度 40m 付近に軟弱な粘土が 15m 以上の厚さで分布し
ており、地震波が減衰している影響が出ている。千葉県の結果は、このような表層地盤の

地震動増幅の非線形性を考慮した地震応答解析を用いており、中央防災会議(2005)の最大
速度倍率をかける手法との差が現れたものと考えられる。 
 次に、過去の被害地震の強震記録と今回の予測地震動を比較した。図 4.4-4 には、応答
スペクトルの一般的な説明図を示し、図 4.4-5 には過去の被害地震の強震観測点の位置図
を示した。図 4.4-6(1)～(4)に既存波形とその応答スペクトルを示し、図 4.4-6(5)に東京湾北
部地震の千葉市の予測波形および応答スペクトルを示した。予測した波形の擬似速度応答

スペクトル(pSv)では、固有周期 1 秒付近で pSv=400cm/sec を越えており、図 4.4-6(1)に示
す 1995 年阪神・淡路大震災の神戸海洋気象台の記録を上回っている。 
 これらのことから、今回、予測した東京湾北部地震の地震動は、過去の被害地震と同等

以上の大きさを持ったものであることが分かる。 
 最後に、図 4.4-7 に今回予測した東京湾北部地震の予測波形と加速度応答スペクトル上
に、林(2002)による性能等価応答スペクトルを重ねて示した。これら図の Cy は建物の強さ
（耐力）を表しており、R は最大層間変位角を表している。図 4.4-7 の千葉市では、一般
的な建物の耐力を Cy=0.6 程度とすると R=1/20～1/10 間で加速度応答スペクトルの内側に
入っており、層間変位角が 1/20～1/10=0.05～0.1 程度となることを表している。
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図 4.4-1(1) 震度分布図（東京湾北部地震） 

（左：千葉県・右：中央防災会議（千葉県側にアスペリティがある場合）） 
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図 4.4-1(2) 震度差（東京湾北部地震・千葉県－中央防災会議（千葉県側にアスペリティがある場合）） 
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       最大速度分布（ＳＧＦ）                    最大速度分布（ＨＹＢ） 
図 4.4-2 東京湾北部地震（R11）統計的グリーン関数法とハイブリッド法の最大速度の比較 
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図 4.4-3 東京湾北部地震（R11） 波形比較

差の分布 （SGF-HYB）/HYB 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4-4(1) 応答スペクトルの説明図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.4-4(2) 地震応答スペクトルの概略の形 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.4-5 既存の強震観測点の位置図
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図 4.4-6(1) 既存波形と地震応答スペクトル 

1995 年阪神・淡路大震災 神戸海洋気象
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図 4.4-6(2)  既存波形と地震応答スペクトル 

2004 年中越地震 Ｋ－ＮＥＴ NIG021 十日
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図 4.4-6(3)  既存波形と地震応答スペクトル  

          2007 年能登半島沖地震 Ｋ－ＮＥＴ ISK006 富来 
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図 4.4-6(4)  既存波形と地震応答スペクトル 

2007 年中越沖地震 NIG018 柏
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図 4.4-6(5)  ハイブリッド合成後の地表における速度波形 

および 5%加速度応答スペクトルと擬似速度応答スペクトル 

                                     千葉市 
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図 4.4-7 ハイブ

 
 

 

10
リッド合成後の地表における速度波形および 5%加速度応答スペクトル，性能等価応答スペクトル（千葉） 
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